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新「朝鮮半島の文化」展示

朝倉敏夫（国立民族学博物館）

・はじめに

 国際シンポジウム「日本における韓国文化の表象」をはじめるにあたり、国立民族

学博物館の「東アジア」常設展示場にある「朝鮮半島の文化」展示の展示替えについ

て全体的経緯の概略を報告する。

・共同研究会の立ちあげ

 「朝鮮半島の文化」展示プロジェクトチームは、平成9年度から「『もの』を通し

て見た朝鮮民俗文化」というタイトルで共同研究会を組織し、日本各地の大学、美術

館における韓国文化研究者に参加していただき、研究発表と同時に（『「もの」から

見た朝鮮民俗文化』新幹社から平成12年8月に刊行予定）、それぞれの分担項目に関

し収集・展示に関するアイディアを出してもらった。また、平成10年12∫1から客員研

究者として韓国国立民俗博物館の金時徳学芸士を1年間招請し、展示に関するアドバ

イスを受けた。

・民博の展示コンセプト

 これまでの民博の展示コンセプトは、次の5点にあるように思う。

1．大阪万博の実例をもとに露出展示の決断、2．展示の三段階進化論（宝物一生態的一

構造）の三段階＝構造展示、3．「ラティスの構造」を受けて、グリッドシステムを展

示の基本、4．展示資料をひきたてる黒衣の展示装置、5．クソリアリズムに徹した生活

情景再現模型、である。

・従来の「朝鮮半島の文化」展示

 朝鮮半島の文化展示は、昭和58年3月に第8展示場が竣工され、同年11，月に一般公

開された。当時のプロジェクト・リーダーである祖父江孝男先生は、 「この地域の展

示の基本プリンシプルとしては、現代の韓国の精神生活における二つの基本的な枠組
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新「朝鮮牛島釧文化」展示

朝倉敏夫（国立民族学博物館）

・司三二

 三三三王刈苦「正論叫刈91を・号暑糾91丑甘」倉入レ斗苛芒司望刈

号唱剋尋叫肉垂釧「東。ト入10ト」甘翌週入1を州翌ヌ1宅「を魁三暑叫」

到週入1思を叫宅｝重｝遇刈司霞石羽暑7刊舜望見エ，古レ裁1斗．

・晋号望〒・三三暑唱

 「重｝月｝1三 ｛｝糾」 週入1 三三呈刈旦 1召｛｝ 1997 望・早一日  「『号石』暑 暑司1刈

薯王冠三舎旧記」二日・。1二二苦暑望子司暑呈剤古回望薯4ス1釧

二二斗叶含豊州刈暑暑古トエ刈入1セ二号言忌r隔子スい月認証到書フト

斗唱司暑叫馨皇呈，望子唐丑二重｝凋（『「号君」音筈三糸薯呈旭剋

舎呈糾』新幹社・2000思8望イ｝遡二二）z｝z｝到甚官噌巨鳥司式牛
条】・遭入1古R三 〇ト01亡1（＞1暑 碧z：卜司1 鍛亡ト．ヨ三重｝ 1998遇 12望早日  之耳組 『旦

〒・府府揖立呈を苛号ヨ三舎叫暑宅｝到金時徳叫一人ト四二一社杢層
古ト。司型入回1宅｝重｝王（冠｛｝暑二三｝．

・剋叫到週入1子飼

 ス1舌η図三田到三人1子・ぽ・9じ橿｝到τ槻フ図正立呈し｝き・牛戴
叫．

 1．皇正忌万博到唱司暑叫1毛｝立呈妊土暑週入191石紐，2．遭入1潮

3忌剛萢糾忌（宝物一生態三一構造）到3牡刈＝子王週入1，3．「司司
こ杢（lattice） 子王」暑 月｝oト 暑（月 ユ司王三（grid） 入1ム剋暑 週入191 フ1薯．立

呈三層，4．週入1スト豆暑暑旦01刈糾セ黒衣到石入1をヌ1，5．弁ヌ1司

望三四・11（召z｝を想讐高石潮刈む呈碧・1τ｝．

・を司到「重｝月｝三｛｝司・」剤入1

 鳶塑｝三｛｝糾起入1セ・1983雇3」ヨ刈8週入1を・1｛｝晋1司・囲｛｝｛｝胡

11百司三二号忌月銀叫．喝入1到亜三二旦司口気祖父江孝男型碧唱

芒回ス図週入回71薯週司忌むス淵釧を号碧剋碧山到フ1薯幸心
暑。1倒エ銀セ『剋社剋讐』叫『弁丑』暑ヨu｝畳寄立呈糾司，ユ暑

入ト01釧衣食住暑召呈糾暑叩望督皇呈州選号呈糾到子蚤暑し｝叫用

フ1斜胡土百戴亡』〔祖父江1984「東oBl oト（朝鮮半島斜｛｝糾）遭入1」
『∈≡トモ召 剋尋重｝ 叫暑卍｝ 10週入｝・』：p．299〕エ 71r含古｝・エ 戴τ｝． ユ 冠，入1 子ノ冒
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となっている『民間信仰』と『儒教』の二つを大きな柱とし、それらの間に衣食住の

物質文化を配列して、韓国の文化の構造を示すようにつとめた」 ［祖父江1984「東

アジア（朝鮮半島の文化）展示」 『国立民族学博物館十年史』：p．299］と述べてい

る。その展示構成は、民間信仰、芸能、食生活、住生活、衣生活、儒教からなってお

り、展示コーナーは図のようであるく図1＞。

・民博の展示計画

 新しい展示のプリンシプルは、民博における常設展展示替えの全体的方向を見据え

て、以下の3つの基本的な認識に立脚して考えることにした。

 （1）現代文化の展示：今回の展示替えは、第7展示場の開設にともない、南アジア

が新設され、東南アジアがリニューアルされたのに引き続いて行われた。南アジア、

東南アジア展示から、これまで不文律であったプラスチック以前の伝統的社会におけ

る文化の展示から現代文化を視野に入れた展示への転換があり、朝鮮半島の文化展示

においても現代文化の展示を念頭におくことにした。

 （2）既存の展示の最大限活用：予算の問題を含めて、既存の展示資料およびすでに

民博に収蔵されている標本資料を最大限活用することで、新規に収集する標本資料を

できるだけ少なくするようにした。

 （3）パティオの利用：パティオはこれまで朝鮮半島の文化展示の一部として文人像

とトルハルバンの展示に利用されてきており、今後も継続して朝鮮半島の文化展示の

場として利用させてもらうことにした。

・新「朝鮮半島の文化」展示の構想

 こうした基本認識をもとに、それぞれより具体的にどのような展示にすべきかを考

察した。

 （1）朝鮮半島の文化は五千年の歴史をもつといわれ、巫俗文化を基層文化とし、仏

教文化、儒教文化、キリスト教文化、そして日本の植民地文化と、外来文化が時代の

流れの中で受容され形成されてきた。そして韓国社会の現代文化は、これら諸々の文

化伝統が一種のシンクレティスティックな状況で、そのなかからある種の正統性を付

与される対象として、儒教の文化伝統なり、仏教の文化伝統なり、あるいは巫俗や民

俗文化の伝統というものが再構成されている。換言すれば、 「伝統」を過去の残津で

はなく、現在の時点で活動中の文化的なカとして「意味ある過去」と規定すると、
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芒剋イ｝くユ腎，剣皆，剤想華｝，手偲墓｝，到想暑，♀皿朔望之障トエ戴立司

石入1ヨ二三〈ユ碧1＞高社u｝．

・剋叫・到 二人1 刈碧

 川呈二三入1組司薯剋叫到甘翌週入1唱石91趙刈司rユ噛重｝暑rヨ

早（弔￥胡τ｝音斗召・9補フ図フ1薯二三（¶暫4苛71呈蝕叫．

 （1）剋司 ｛｝糾91 二人1：01剋遭入1 三石，9 刈7週入1を釧 刀三州

二三苦叫入1・レフト型翌月エ苦甘・ト入1叫フト川暑川牡を宅
引二月叫叫 。〕早明王三唱亡卜． 甘叫刈叫斗 三二叫入1叫 冠入ト早日

野晋舜ス1暑呈暑・1二四ユ己｝ムq王‘召・レd三石筈司入団到暑

三二入1呈早日遇司｛｝糾到思入1η図入1・回1碧ゼ石入1週暑・1
戴1誠皇叫，・悼1到を魁三呈司・遭入回1三む二三糾週入1暑・召声司三

三尋古隙u｝．

 （2）71尋 遇入191 剰司を 豊甚：叫く｝司剋 呈二三 ．里下苛α1 フ1

閉門週入1スレ豆喫。レ§早日剋叫・¶杢を月明銀セ：E薯スト

豆暑門司を書三叉国 型丑釧豆薯スト豆セ7ドまを下刈牛召
古ト三尋 古ト鍛亡｝．

 （3）珂三皇。1－8一：叫三皇セス信η1フ1聾魁三三二石入回望早

甚立野王子？1甘斗暑糾早雪週入1司1・1－8一司皇エ銀立司，望立二
三刃1舎古レ（口重｝尾｝三｛｝糾週入1到を立呈。1暑古ト7〕三三τ｝．

・新「を肚三二糾」記入1釧干な
 。国・巷971薯二丁朔望4古ト（月司岳〒・刈司剋組入1呈・平瑚1
01晋司 し｝叫を 三子フト州二胡iL冠司里戴亡卜．

 （1）皇冠遇到9三巴刈日門灯肚三下糾セ早舎｛｝糾暑フ1吾
二二 苛司 暑正呈糾，♀丑暑糾，71二二呈糾，ユ司エ 望薯釧 剤

判子呈糾斗 斜司三下号01 入1二二 立吾舎司レ『 牛島・碧想耳銀

亡卜．空を重｝号入ト司釧 門司 ｛｝糾芒 。1二重｝ 刈魁釧 ｛｝糾 週筈01

二二釧を暑宅 杢｝勇｝舎三二層薯層暑 ギ・・⇒ 魁薯 司甘立三一潮

♀丑呈糾 三三斗 二三呈糾 庖筈立呈，正モ… 二二・：叫 剋舎 ｛｝糾

己｝芒遭薯皇呈ス碗〒二月エ銀し｝．叫早（締豊糾唱 「遭薯」一斗

三二祉ス肩フト。ト望むス“口入レ醐1三豊暑言レ芒暑糾司碧立呈州

釧「釧ロ1銀セ 斗囚」二二閣糾ス把 「組筈」・1・ト魁呈重｝号上

司到 む司 呈糾呈刈三碧望牛銀暑環01τ斗．

 01子芋 呈糾 遭入1芒ユ司選 刈魁釧 岳糾 週筈畠 ♀朴『朴司

皇呈〒翌剛逼入1糾セ環．旦叫冴z｝到呈糾週筈。1晋入凶剋

一15一



「伝統」こそが韓国社会の現代文化ということになる。

 こうした文化の展示にあたっては、これら諸々の文化伝統を疑似歴史的な区分で展

示するよりも、諸々の文化伝統が共時的な次元でいかなる形で併存し相互作用しあっ

ているか確認できる展示が望ましいという意見が出されたが、一つ一つの文化伝統を

コーナー別に分けて展示するほうが、小中学生には朝鮮半島の文化の多重性が理解し

やすくなる。と同時に、コーナー別に分けて展示することで、例えば朝鮮半島での仏

教文化を南アジア、東南アジアの仏教と比較してみるというように、ある文化項目を

他地域の展示との比較の視点でみることもできるようになると考えた。

・具体的展示案

 具体的な展示の配置は、当初、次のように考えた。

 （1）展示場に入って向かって左壁に、まずイントロダクションとして韓国文化を象

徴する展示と海外のコリアンを展示する。ついで現代文化、そして植民地時代の文化、

キリスト教文化、儒教文化、仏教文化と、外来文化の伝来の順に時代を遡るように配

列し、最も奥に基層文化である巫俗文化を展示していく。

 こうした展示配列により、朝鮮半島における歴史文化を辿ると同時に、現代韓国文

化の多重性を知ることができる。

 （2）農楽、生産用具、婚礼、チャンスン・ソッテ、食生活、調度品（一部）、仮面

劇、平生図、祭祀床などは、既存の展示をそのまま活かすことにする。ただし、その

位置は展示内容の文化的意味が相互に関連するものを近くに配置するように移動させ

る。

 （3）中央空間部には衣食住を中心に人々の暮らしを展示することにする。まず住文

化の一つとして済州島民家模型を、ついで生産用具の展示をすることで、生活風景を

想像できるようにする。その右方にパティオへの入り口があり、チャンスン・ソッテ

を置き、村の入り口から入るとパティオ内に酒幕がある。これらチャンスン・ソッテ

と旧幕は住文化の範疇に入れる。つぎに生活文化の中心をなす食文化の展示を配置す

る。この食文化展示は、基本的に従来の展示そのままであるが、一部修正する。そし

て、中央空間部の後部を衣文化とするが、ここには人生儀礼を展示し、トル、婚礼に

加えて、これまでなかった喪礼（葬礼）に関する資料を配置し、儀礼服を中心にした

衣文化を表現する。

 （4）右壁面の展示も左壁面の展示と関連の深いものを向かい合わせに対応させる。
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ヌト望司因 明国選 碧司呈 男暑δ回 甘立4甚月エ銀壱フト暑 軒剋

曾・午戴セ石入1升月セ等。1日梶｝司苛叫芒到君三銀τ｝．ユ
回し｝44釧 ｛｝糾弓筈暑 三二望呈 L｝午司 週入1言トモ… 項・1主・

ぞ軒想暑司囲重｝三王呈糾三二ξ詞暑上川・同入レ牛卜戴叫エ
砂鞭｝u｝．圧をヨ．目三三耳午・囲遭入1三島呈州剣暑号遇聾魁

三到暑E｛｝二丁甘。ト入1。國・苦甘。困・回暑：皿斗司五胡旦

セ環刺碧聾｛｝糾重｝昇暑ご陪ス円釧週入1斗廿1丑一二純銀
セ∋入困三 7ドまさ吟ト亡トエ 碧Z陵｝τ｝．

・下刈司 組入i案

 予予司 遭入1叩ヌ1ゼ 望入1u｝舎斗 社。1想4㍊u｝．

  （1）週入レ潮1号・判フト糾三下唱d1芒♀二三二二三州を号

呈糾暑な碧糾セ週入ほ斗督捌δ四明1二手二七二号剋暑剤入1
重｝τ｝．亡骸司む司｛｝司・，剤剋刈入二二暑司・，71号：五1｛｝司・，♀：五1｛｝

糾，ユ司エ 暑丑呈糾斗 斜司呈糾到 二二 引立呈 入1司暑 メ1告

司暑叫フト叩ヌ囚ヲ1エフトを魁尋・弔セ7謄｛｝糾剋早舎暑糾暑
組入種｝τ｝．

 。個妊週入1叩望書選魁三到 9人ト斗甚司・（¶・1旦刈尋芒
曽下野屠斗暑入回1む司を三岳糾到 多重二二 。1こ入一匹叫．
 （2）皆Q｝， ノ雪く：｝｛｝こ〒L， 喜己刊， そ｝告。会・t刊， 剤ノ習華｝， ノ冊イ｝ （（ヨ早） ， 7㌃

望号，瑠想到，刈門門｝号合71｛劃石入1暑ユ司呈暑吾をし｝．紐，

ユ濃州羽ヌ1セ組入1珊甚釧｛｝司司剋到・1フト甘立豊遇月セ
狽州 井省三昇叩ヌ倭｝1斗．

 （3）ぞ暫釧暑そ｝伊予 衣食住暑 ぞ忌寸呈を 朴二号釧 想豊暑

引入1を叫．♀型 住暑糾到 言トし｝剋 刈手三91剋フト二二暑，ユ叫

暑・9碧杢｝暑干91週置匿筈胡碧塁｝三石二二｝甘聾牛王川
を叫．ユ司エユ 皇子等・11二日皇到 r雪子フト 戴立明 を会・宍司升

羽ヌ1重｝叫．・陪望〒列号司刈望叫日皇勉。碑手刀・1ス圃看エ戴

叫．01司をを含・宍司斗 手叫書 住呈糾91 唱手叫 碧芒叫．叫書舎

想暑暑糾釧 苦忍暑 01早セ 食｛｝糾到 冠入1暑 日胴を叫．食暑糾セ

71薯司皇呈奢謝釧 石入1ユ司呈。1し｝望早暑牛田魁u｝．ユ司エ

否（け 号社到三等早甚書 衣呈糾呈糾エ αレ囚セ 望想釧司暑

西入1糾エ暑斗喜司回1柔7レ古平ス陪叫ス1二二唱二三（杢｝司）司1

豊を 叫豆暑 剛ヌ体回 二言昇暑 号唱立呈を 衣暑糾暑 丑竜を
三二．

 （4）♀斉 四望9 卦≒ 四望91言入叫 書信01翌芒 唄暑 叫
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例えば儒教の教えを体現する両班の人生の理想を描いた「平生図」を儒教文化の向か

いに、両班や僧を風刺した「仮面劇」を儒教文化と仏教文化の向かいに、巫楽器と同

様の楽器を使う「農楽」を巫俗文化の右下に移動させる。

 （5）パティオは、参加型、体験型の展示にとって有用な空間となりうるし、休憩所

として利用することもできる。例えば、子どもの遊び、楽器演奏などができる、オン

ドルの暖かさを体感する、朝鮮半島の文化についてディスカッションできる、などの

多様な機能をもたせることができる空間にする。

・収集方針

 上記のような新しい展示についての基本認識をもって、共同研究員から収集すべき

標本を以下の13の項目に分けて、どのような資料を収集したらよいかについて、でき

るだけ具体的な品目を書いてもらうように依頼し、アンケート形式で答えてもらった。

13項目は、1．衣、2．食、3．住、4．生産用具、5．日用雑貨、6．人生儀i礼、7．歳時風俗、

8．宗教・信仰、8－1．キリスト教文化、8・2．儒教文化、8－3，仏教文化、8－4．巫俗文化、8－

5．その他、9．芸能、10．都市文化、11．日本の植民地文化、12．海外のコリアン、13．そ

の他 である。

 アンケートに記載された内容を整理し、収集すべき標本のリストを作成し、共同研

究員に提示した。この時、11．日本の植民地文化というコーナーは、ぜひ展示を実現

させたいが、議論すべき点も多く、韓国における日本文化というコーナー名に変更し

た方がよいとの意見が出された。

 アンケートであげられた収集すべき標本のリストはここでは省略するが、ここで議

論された収集方針をもとに、平成9・10年度の予算により、これまで未収集であった、

巫俗文化のクッ、仏教文化、キリスト教文化、人生儀礼のうち喪礼（葬礼）、酒幕関

係の標本を重点的に収集した。収集では、大東文化財研究所の宋聖煕先生、甲子園大

学の岡田浩樹先生に協力していただいた。

・展示設計

 収集後、ほぼ当初の展示構想に準拠するものの、展示コーナーのうち「海外のコリ

アン」と「韓国における日本文化」を「民俗工芸」と「スポーツ文化」に変更した。

その結果、新しい展示はく図2＞のような設計となった。
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・展示替えの目玉

 既存の展示を活用し、あまり大規模な展示替えにならないようにという方針だった

が、模様替えをしたということがはっきりと分かるような展示となるよう腐心した。

そのための目玉は二つあると考えた。

 （1）済州島民家模型の移動である。済州島民家模型は大阪に済州島出身者が多く居

住することから製作展示されたが、展示が中央部に位置することもあって、韓国人か

らは「済州島民家は韓国の民家を代表するものではない」と強い抗議をうけたことも

あった。そこで生態学的条件の類似する沖縄の民家模型との比較を容易にさせるとと

もに、済州島の地理的な位置感覚をもたせるために、日本展示の沖縄の民家模型に近

い入り口部に移動させた。このことにより、休憩所から朝鮮半島文化の展示への誘導

が明確になるとともに、民家模型の上部に設置された照明装置が撤去され、中央部の

障害物がなくなり入り口部から最奥部まで見通しがよくなるという副次的効果を得る

ことができた。

 （2）パティオでの展示である。これまでパティオには入ることができなかったが、

パティオに出られるようにし、そこで生活様式の一端を実際に体験できる展示をした

いと考えた＊1。

 そして、酒幕を選択した。酒幕とは、路傍で酒食を売り、客を泊める家であり、伝

統社会において旅人にとってなくてはならない休息の場であった。旅人のみならず、

行商をして歩く裸負商たち、科挙（官吏の採用試験）を受けに行く人、それに落ちて

帰る人、酒幕はそれらの人々の情報交換の場であるとともに、人生の喜怒哀楽を知る

場でもあった。この旧幕を展示することで、伝統社会の生活様式の一端を体験しても

らうとともに、中央集権体制下での固定した社会というイメージで捉えられがちな朝

鮮の伝統社会における移動する人々の存在を考えてもらうきっかけを作るというねら

いもある。

 かっての酒幕の姿は、現在の韓国社会からは姿を消しつつあるが、何時所の酒幕の

調査の結果、韓国国立民俗博物館元館長である孟仁在先生の諮問を受け、忠清南道の

ある酒幕を再現展示することにし、忠清当道出身の大工たちによって竣工した。

 酒幕を実際に建てるには問題がないわけではなかった。一つは、酒幕の屋根の問題

である。酒幕の本来の雰囲気を醸し出すためには草葺き屋根でなければならないが、

草葺きにした場合、何年かに一度葺き替えをしなければならず、防虫処理などもほど

こさなければならない。瓦やスレートの屋根では、酒幕の雰囲気がでないばかりか、
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酒幕がそうしたものであるかという誤解を生じかねない。アクリル、ガラス張りなど

も検討したが、草葺きの曲線の表現と耐久性を考え銅板を利用することにした。二つ

は、パティオの防水工事と排水工事、館内展示場にある資料保存の問題から二重扉の

設置、非常時の来館者誘導のため非常出口のニカ所設置、身体障害者が車椅子に乗っ

て見学できるようにスロープ、手すりなどの設置の問題である。

・展示技法

 展示技法についてはことさらに新しく開発したものはない。しいて言えば、古くて

新しい展示を目指したといえるかもしれない。

 （1）「みんぱく電子ガイド」の活用

 民博の展示は「もの」との対話を重視し、解説プレートがほとんどつけられずにき

た＊2。これに対し、より詳しい標本資料の解説を求める声もあった。

 今回の展示においては、ことに基本コンセプトにもとつく展示物の配置の説明をは

じめ、コーナーごとの文化的背景の解説の必要性を強く感じているものの、あえて展

示場にマルチ・メディアなどの機器はおかず、グラフィックも極力少なくすることに

した。これはあくまでも「もの」との対話という基本的な姿勢を保ちたいということ

と同時に、1999年5月13日から展示場において利用されている「みんぱく電子ガイ

ド」＊3を積極的に活用したいと考えたからである。

 新展示場のオープンに先駆けて既存の展示場で「みんぱく電子ガイド」が公開され

たため、新展示に移行される「儒教祭祀」 「トル」 「婚礼」 「チャンスン・ソッテ」

「仮面劇」 「農楽」 「済州島民家」 「食文化」 「平生図」など12の展示については、

コンテンツを作成しておいた。新展示のためには、各コーナーごとの文化的背景、個

々の展示品の解説など、 「みんぱく電子ガイド」のコンテンツを約20ほどさらに作成

した。

 また「ビデオテーク」も、既存の16本に加え、嶋陸奥彦（東北大）・劉明基（慶北

大）両教授の協力で儒教式の祖先祭祀に関し2本、映像作家の金英換氏の協力で巫俗

に関し2本、野辺送り、古希祝いと、計6本のコンテンツを新たに作成した。

 「みんぱく電子ガイド」に全面的に解説を依拠することに問題がないわけではない。

それはその利用状況との関係である。 「みんぱく電子ガイド」を利用しない来館者に

は、他に解説がほとんどないため、わかりにくい展示になってしまうおそれがあり、

利用を促進する手だてを講じなければならないと考えている。
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望早フ図遭入回1吾司刈芒用甚｛｝z困胡早銀叫．新遭入1暑斜胡4
ヨ司盟呈暑糾司二三斗7”川遭入陪釧胡翌号「剋叫週ストア回三」

到珊暑暑舛ム早7秤層三冬｝想蝕叫．

 ヨ三避「山国皇日1ヨ」三71暑到望（河唄7“叫日苛明嶋陸奥彦（東北大）・

劉旧基（慶北大）早丑牛冒到層目二丁♀丑剤旭王刈司司1二胡早7”，

鵯・ぽ4フト金英換氏91唱百立呈 三舎（弓1吾胡二刀，を引証エ司q号

草｝刃1・月狽7田図甚｛｝λn二塁4層言隙叫．

 「剋叫週スト升・1三」釧胡翌マ｝｛｝到ス1古トセ日回1セ｛｝刈フト叡ス1鴇。ト

銀含日r｝．ユ環書。1甚甘莫｝斗到豊測。1τ｝．「剋三石スレ7回三」暑。1
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 （2）「対話」の場

 酒幕は、朝鮮半島の伝統社会において、今日の飲み屋の機能、食堂、旅館の機能を

兼ねたものだったが、いろいろな情報を伝えたりキャッチしたりするニュースセンタ

ーの役割をし、さらには人々が集まって簡単な余興を楽しむことのできる娯楽の場で

あり、いろいろな階層の人々が集まっては散らばる所であったため文化を伝達する場

所としての役割もはたしてきた。こうした酒幕の機能をもたせ、旧幕でのイベントを

通して、ここを単に休憩所として利用するのではなく、 「対話の場」として活用する

よう考えた。

（3）体感展示

 酒幕では、朝鮮半島を旅する人の気分を味わい、オンドルの暖かさを体感できるよ

うにした。また、たとえば農楽の楽器を演奏したり（騒音の試験をしてみなければな

らないが）、農楽隊の帽子をかぶって帽子につく尾をまわしてみたり、子どもの遊び

を実演してみるなど、イベントを通した参加・体験型の展示を考えている。このほか、

巫俗文化のコーナーで巫堂による告祀を実演、キリスト教文化や現代文化コーナーで

の聖書、漫画などを手にとって読むことができるようにする、などを検討している。

 以上、1）「みんぱく電子ガイド」の利用、2）パティオでの酒幕を使った「対話の

場」、3）体感展示は、いずれも「朝鮮半島の文化」展示だけで半日以上を過ごしても

らえるようにという意図があってのことである。

・今後の課題

 今回の展示構想のなかで実現できなかったことを今後の課題としてあげておきたい。

 （1）済州島民家模型を沖縄の民家模型の近くに移設したが、 「日本の文化」展示プ

ロジェクトと協議することで、この二つの模型の問にある「南島文化」のコーナーと

連続させた「海の文化」の展示が可能になる。たとえば海女の習俗や筏などの在来船

の展示は、朝鮮半島と日本、あるいは中国にまたがる共通点と相違点を明らかにして

くれるだろう。また、朝鮮半島は海から大陸への橋渡しの位置にあり、この「海の文

化」の展示ができれば、生産用具の展示コーナーに火田民の文化、高麗人参など薬草、

狩猟といった「山の文化」に焦点をあてた展示が可能になる。

 （2）「韓国における日本文化」のコーナーは、植民地時代の文化が中心になるだろ

う。民博の展示としては、植民地支配の功罪を問おうとするものではなく、生活文化

を通して、この時代を考察できるような展示が望ましいと考える。写真展示は可能だ
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甚苛刈書芒用邊スレ壱ユ到到盟叫忌胡翌01刃到叡セ甘司。1旦呈
望71（＞1司金週入1升週♀三升銀1斗．ユ司旦呈ユ環到ol甚書尋剤苛
二二三暑君子糾ズ1書皇望魁望τ｝エ碧z：二二亡卜．

 （2）「亡二重レ」≦4 そ｝

 手叫｛≧重｝・月｝三91そ1暑八ト司干死．皇這・『せ到含・唱，剤｛ぎ，（司モ｝9171号・

｛｝草｝刎二重｝唄立呈1斗（渉重｝層、旦暑迅古ト囚叫唱・午重｝今・銀モ…ヤ・三

日斜『琶三二立司t斗。トフレ索∋祥モ｝号01呈司司喜金看フ1｛∋皇舜釧

を01司71三．蝕τ斗．ヨ三重｝z：切｝之門下・到朴君号01呈01エ．司ol刈モ…そ｝01

銀7｝剛｛…・d11二二読字望’さ’ト芒そ｝杢呈刈潮曽三三牛｛碧蝕亡卜．01斗：召

書手叫到71号暑磐司エ，回避手叫（引刈到01剋旦暑下司ユ昊暑牡
刃丁丁杢只｝皇呈ol暑古レセ唄010ト月叫 「司糾」到そ｝立呈刈華｝甚古㍗

エスト糾飯叫．

 （3）刈碧週入1

 手叫芒聾魁三暑司國古醤∋二君暑湿フ1甚ol号今・三三七言トエ芒
暑斜予言…重｝｛｝刈唱重｝午銀三昇古町叫．1王重｝告q｝Q｝71暑二手重｝叫

薯ス1（杢音刈噌書三下ズ1｛薯．皇．望二月ズ1魁）告叫司釧呈スト暑埜エ呈

ス回量剋下司暑暑司旦刃叫・ト・1号到着・1下剤召看刃旦芒号，
01剋．巨暑暑重｝：智7ト・刈唱碧到組八17ト望三三玉…．昇・想Z｝さ’トエ戴亡1．

ユ孔門呈早舎呈糾ヨ司（¶刈セ・早な司釧剋エ朴暑唱望，71号・三二

糾斗む司二重｝ヨ．目（羽二一 三四斗脚下号暑剤三舎（引田・エ斜｛｝

牛戴三二古R∋閉門召呈暑古トエ銀亡卜．
ol甘斗 ｛｝・合 （1） 「皇1叫 週スト フトol J三」91 01毛ト， （2）：立レ日．皇．91 ・手亘卜暑 01

暑をr司糾」到そ｝，（3）刈噌遭入1セ三階「選魁三暑糾」五型入1魁立

呈三重｝1斗碧01甘干旦芳潤戴7刊糾フ1斜赴到三朔刈叫薯唄01τ：｝．

・王立引田斗刈

 ・1剋週入1子甘・1囚唱む入1乳牛叡1誠1～1望暑二二立呈91斗刈呈
暑三碧z：卜司旦呈昇言ト裁τ｝．

 （1）刈手三二井呈二二皇ヲ1叫二二7ト呈碧州フト二三尋二三立1斗

「三七呈糾」組入1亜呈七三詔斗唱釧曾皇呈州ユ暑到呈二二。回1
銀セ「二三｛｝糾」旦目叫望舎入1辺「日ト二丁二二」井遭入1二二古｝τ｝エ

薯叫．剛暑二丁司目釧告舎。1し｝唄昇子下壱書スη謝想到週入屠薯
二重｝璽｝三斗望薯」…Eモ∋号号（弓1召対萢晋暑召斗甘。レ召01噌粛古ト刃1

二三を今・銀1斗．王遇魁旦｝三｛三叫τ斗斗τ刊昇暑。回手芒亡ト二三山回
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が、 「もの」でいかに展示するか、陶磁器、農具、船などには日本の植民地時代に影

響を受けたものがあるが専門的になってしまうなど、議論が残されている。

 （3）「海外のコリアン」のコーナーは、中国朝鮮族、中央アジアの高麗人、在米コ

リアン、在日韓国・朝鮮人の文化を展示することになり、これら諸地域の研究と標本

資料の収集を進めなければならない。

 （2）・（3）の二つのコーナーに関する研究と収集が進展するまで、「現代文化：スポ

ーツ文化」と「民俗工芸」というコーナーで代替させるが、近い将来に当初の構想に

そった展示にしたいと考えている。もちろん、このニコーナーの展示が完成されたか

らといって、その展示が文字通り常設化されるわけではない。めまぐるしく動く民族

文化に対応して展示を変化させていかなければならないと考えている。

・おわりに

 今回のシンポジウムでは、一日目は、韓国の研究者からさまざまな視点からの評価

と批判をお願いした。二日目の午前には、今後の展示にむけての参考となるような討

論が、午後には、今回のシンポジウムのタイトルである「日本における韓国文化の表

象」について総合的な討論が行われるよう期待している。

 〈附記〉

 今回の展示にあたって、共同研究員の皆さまをはじめ、トータルメディア、日展、

エスパ、エースインターナショナル、韓国の玄企画、そして本館の情報企画課、施設

課など、多くの皆さまにご協力をいただいた。感謝いたします。

＊1 「各展示場の中心には一辺20mのパティオを設ける。これは展示場内に必要な、

やわらかい光を得るだけでなく、象徴的空間あるいは必要に応じて野外展示のための

空間としても有効に利用する。さらに将来はこの展示パティオに屋根を設け、一般市

民がここで諸民族の生活様式の一端を実際に体験するというようなこともできるよう
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糾エ戴皇．旦呈ユ司魁「叫t斗釧暑司・」7ト組刈フ㍗号・糾州宅亡卜望想冠

吾子到遭入1三瑚州糾組剋91呈糾，エ司望替号到q怪，ユ司エ牛唱
号「祉到暑糾」011室召暑喫・手モ∋平入1井フト号・司を牛銀亡1．

 （2）障｝号州刈到魁薯呈糾」ヨ．同セ剤剋刈刈司到呈糾フレ暑忍01到

司召唄。1U｝．剋叫到遭入1芒剤剋刈刈日刊到号司暑暑エ叫苛モろ！。1

0いd咽暑暑糾暑薯・胡刈◎1入1司暑ヱを曾牛戴モ∋週入17｝月モ唄
。1廿梶｝剤苛τ｝エ想4糾エ銀叫．人ドd国入1セ7ト皆苛ス1魁「暑そ1」暑司

零刈遭入1曾唄剋フL三スレフL苦7｝子，叩号書望四季剤剋刈入圃州

曽磐暑魁芒型01戴立叫・翌司暑σ1フト望石暑司剋用町立呈到野司ゼ

一号，モ到墾斗刈呈甘。レ銀τ斗．

 （3）「司到叫刃手糾セを号剋」ヨ司セ吾号呈型尋，吾（け・ト入1叫釧エ

司剋，ス胴尋号皇1，ス碑望を号剋・王湿剋到呈糾暑組人1古圃こヨ唄。1司

01司迅z｝四三到～ヨ干斗丑薯スト豆配下唱｛｝萢引入1卜し｝7図讐立
望マ｝予定㍗エ想z種｝1斗．

 （2）・（3） 早 三Z，tic耐 モ｝重｝ 四二子下 牛羅雪01 萢遭 毫1 1】調Z7｝・ズ1 「竜tη ｛≡…・章｝：

ム王子呈糾」舛「只1下階司1」呈司刈入1翌唄01し｝7ト叫｛｝を司611望

主到子甘叫叫忌石入1丹毬遇望今・銀三尋・土百さ｝裁亡｝．号暑ユ遇

ヨ日丹♀｝闇銀τ｝エ胡刈ユ遭入1升暑ストユ州呈甘翌糾司芒唄・9
叫LII斗．告・71里州野司フH∋剋尋・｛…一司・6111』一｛｝董牛銀モ三組入17ト里・午

銀三・琴思司・入1引力フトズ1鴇当今魁宅τ：｝エ咽冴を亡卜．

・喫音豊

 層王三音梨せ・9を号望子ス回叫磐重｝署フ汐｝日1噌暑早叫三遇叫．

暑列せ皇運一望立町釧冠入1暑♀伺1君エフトこヨ平然∋！豆忌｛｝，皇幸

叫芒01剋三王刃引到日・01暑剋「望薯（弔刈釧重｝号呈糾潮丑甘」（場1

司聾奢曽司？1豆忌0101早dを牛戴円19フ1暑フ1司魁叫．

〈付記〉

 。1剋引入1暑ヌ1早セ一州芒暑暑望子スト司司甚暑金司昊古型四望

可τ明明，日展，（引ム叫，重｝号潮玄71碧，ユ司エ薯 剋尋司・叫暑普釧碧

里．71引引斗入1翌5四号器「∈｝占｝号釧唱百万哩｝門口・．そ｝・入ト到呈｝名＝｛｝三

遇叫．

＊1 「z｝週八1を三号唱司1芒選響0120m望コ｝三皇暑翌ヌ種｝叫．01
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配慮する」 ［1982『国立民族学博物館における展示の基本構想』増刷版：p．11］

＊2 「本館の展示においては、原則として一つ一つの標本資料を個別に説明するので

はなく、標本資料を通して、その背後にある文化を語らしめるために、それぞれの文

化をセットとして説明プレートをつけるものとし、個々の標本資料には名前プレート

をつけて処理せんものとする」 ［1982『国立民族学博物館における展示の基本構想』

増刷版：p．68］

＊3 「みんぱく電子ガイド」は、 「専門家による案内を電子機器で実現しようと開発

された携帯端末で、来館者がこの携帯端末を持って展示品の前に立つと、その端末に

それぞれの展示品の解説が、文字情報、静止画、動画、音響情報で現れるという装置

である」 ［栗田靖之 1999「‘みんぱく電子ガイドシステム’の開発」『民博通信』

85：p．44］ 。
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環｛｝遭入1を？｝（刈1逡豆聾ギー三司｛｝壱く童｛｝望暑唱｝マ｝oト日叫・甘碧司

暑イ｝王モ∋里豆司11叫叫・刈モ∋朗到週入1暑羽を苦イ｝立皇呈♀立言ト刃1

。1甚を叫．し｝。レトを司司モ。1型入1叫日皇司ストi蔓｝翌ヌ同（司望魁

入11辺。1ユ昊・川刈4剋尋到咽暑誓剤釧魅肇｝唱刈呈刈噌琶午戴
玉三・喜 1覗司重｝τ斗」 〔1982 『≡号i召 剋尋聾 叫暑モi｝≦4 週入191 フ1・薯 子杢｝』 手」牛

『琶翻薯｝ ： P．11〕

 ＊2 「薯豊到旭入1芒亀司司立呈糾し｝言ト叫91丑薯スレ豆暑刀望司

立呈翌噌誹セ環。1。円叫丑薯スト豆暑筈司ユ叩早・川戴セ岳糾暑
01胡刃ヌ1暑牛銀三尋，z：卜之卜到｛｝糾暑矧旦呈州胡翌魁暑雪三尋戴

皇ロ17”州釧丑薯ス㍗豆壱01暑丑暑量叫刈刺司昊誹三尋選叫」〔1982
『≡≡卜唱 「ユ尋重｝・叫暑宅｝・朗 週入191 71薯 こデ・ノ≦L』 半斗 （～1翔平｝ ： P．68〕

 ＊3  「マ1叫 そ1入1 7ト01三」セ  「石・呈・フト（：¶ 91を （～｝tη暑 遭ス㌃ フ1フ｝呈 杢1

遇入1ヲLエストア”雪宅井司喜牡望・呈刈朗吾スレ7ト01昇司暑牡魁暑号・エ

剤入1署望司刈望ユ豊魁・144到遭入暗到胡・暑｛｝｛｝スL層旦，閣

ズ1糾，暑望，音磐層旦呈州叫叫用手セをヌ101τ斗」〔栗田靖之1999
「 『剋叫 週スト 7ト011≡．ノ・1ム望』 ．91 7肩唐 」 『耳ユ叫 筈くユ』 85：p。44〕．
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図1 1983年展示
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図2 2001｝年展示
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表1 展示コーナーごとの内容

A．左壁面：〈歴史と文化〉

（108） 巫俗文化＝韓国人の感情、喜怒哀楽を表現したい。

    ・クッパンの再現

（107）仏教文化：3面

    ・寺

    ・民俗仏教

    ・現代の仏教

（106）儒教文化：

    ・祭祀床（既存）：これまでの展示と逆向きに祭祀床を置き、スクリーン

             によって祭祀者を表現し、来館者が被祭祀者となるよ

             うに展示する。

    ・晒骨

    ・両班の調度品（キセル、筆など） （既存）

（105） キリスト教文化：2面

    ・カトリック：家庭の祭壇

    ・プロテスタント：多くの宗派

     社会問題としてのキリスト教にならないように留意する。

（104） 現代文化（スポーツ）→韓国における日本文化（植民地時代の文化）：1面

    ・プロ野球、サッカー、胎拳道のユニフォーム、シルム（相撲）

 （103） 現代文化（子ども部屋と台所）：1面

    ・千字文

    ・ハングル練習帳、タイプライターなど：韓国の文字についての展示もか

     ねる。

    ・キムチ冷蔵庫、浄水器、プラスティックパガジ：現代都市アパートの生

     活を展示、浄水器は薬水信仰との関係も指摘する。

 （102） 民俗工芸→海外のコリアン：1面

    ・タコ、ハナゴザ、ボクチョリ
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．王1．ヨ同盟そ1入1用甚

A．ヨ斗斉遇1ヨ：〈円λト斗｛｝」斗〉

（108）畔菅｛｝糾：聾号剋釧君碧，司呈・料音一声苛エス樋｝τ｝．

     ・牙量釧刈む

（107）暑三下｛｝叫：3望

     ・翌

     ・剋舎暑：皿

     ・重1口倒暑正

（106） 千ト三丑｛≡…・糾

     ・刈奨甘（フ1暑）：刈降砂刈到週入1斗セ魁司尋磐立呈刈奨甘書

     寺皇司ムヨ乏暑筈先回刈朴暑ス1曜…入ト君暑丑む誹明珊普

     スレレ刈朴暑壁セ朴君・1月三尋週入1を叫．

     ・誌石

     ・誓魁偉川社く卸町司，昊号〉（フ1暑）

（105） 71昇五1・呈一糾： 2『旦

    ・ヲト官司 ：フ『卜層≦4 ス11｛｝

    ・二呈司ムモ｝三：牛踏｛｝暑立卜

     入団暑刈対角叫周回71昇Eフト倒ス1鴇三尋弁到を叫．

（104）むt抑｛1…・重｝（ムヨ三2三）→重｝号011刈91 （笹暑｛≡｝糾（（ヨ薯ろ1皇1ス1 入1t肩91 ｛｝

             糾）：1！著

    ・亜呈．oト〒・，考・子，毎週三釧弁月苦，寄場

（103）む司｛｝糾（oト01暑唐斗ギー望）：1唱

    ・週スト呈

    ・同量・週告そ｝，叫・匡叫。旧号踵｝号釧暑ス同司を石入1三石聾

     1斗．

    ・沼ヌ1咽そ｝エ，層牛71，亜叫ム日叫7トス1：む司三入回叫叫三咽

     暑暑石λL層・午フ1セ屯ト午剋（け斗到豊測暑曾列ス凶魁叫．

（102） 只ユ舎 ・号。引 → さ覗到011 71三F1き「｝・モ∋ 重｝≡耳置く～ユ ： 1只ユ

    ・望，糾｛｝司，昇至司
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（101）イントロダクション（韓国文化を象徴するもの） 1面

   ・檀君肖像画：朝鮮半島五千年の歴史を象徴

   ・埣

B．中央空間部

（114）

   〈衣・食・住生活〉

済州島民家模型（既存）

（109） 生産用具（既存）

（llO） 食生活（既存＋）

・食膳

・キムチのかめ：木製のキムチかめ

・薬棚

（111） 人生儀礼（トル・婚礼） （既存）

・トル衣裳

・婚礼衣裳

（l12） 人生儀礼（喪礼）

・喪輿

・喪服

C．右壁面

（l15）チャンスン・ソッテ（既存＋）

（l13） 人生儀礼：平生図（既存）

 〈芸能〉

（l17）仮面劇（既存） 1面

（l18） 農楽（既存）：1面

D．パティオ

（116）酒幕・チャントクデ
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（101）三望ギ・（聾号｛｝糾暑な碧言トセ暑』d）：1遇

     ・牡ぜ茎～ま」斗：重｝魁三皇冠遇釧円λレ暑甘碧

     ・週

B． 号（け苦二｛｝早：ぐ9／層／手ノ習華｝〉

（114） ス11手玉三 剋フ｝・．里碧 （フ1暑）

（109） ノ理杢｝ 一8一・『F （フ1暑）

（110）食二字（フ1善＋）

     噌甘
     ・招引暑：昇刈招引等

     ・舛を

（111）言言釧司〈暑／喜司〉（フ1暑）

     ・暑三巴

     ・喜司釧な

（112） 皇ユ想≦彗1司1＜ノ≦卜1司1＞

     ・杢｝（⇒

     ・甘昇

C．♀斉膚1週

（115）を会・塩引（フ1暑＋）

（113）剋想到司：瑠想呈（フ1暑）

〈（弔甘〉

（117） フ｝・『旦号 （71｛≡・）： 1蔦旦

（118）告叫（フ1暑）：1望

D．立旧皇
（116） 手直・そ｝・昇1羽
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